『國民新報』1939年8月13日
旱害の教訓　―災害に打克つ氣魄の養成―

　雨 (あめ)不足 (ふそく)は各地 (かくち)の農民 (のうみん)に可成 (かな)りの打撃 (だげき)を與 (あた)へてゐる様 (よう)であるが特 (とく)に南鮮 (なんせん)地方 (ちほう)は年來 (ねんらい)頻繁 (ひんぱん)に旱 (かん)水害 (すいがい)に見舞 (みま)はれて、漸 (やうや)く自 (じ)力 (りき)更 (こう)生 (せい)に向 (むか)はんとする際 (さい)だけに甚 (はなは)だ同情 (どうぜう)される。併 (しか)し此 (こ)の場 (ば)合 (あい)悲歎 (ひたん)は禁物 (きんもつ)である。かかる災害 (さいがい)に直面 (ちよくめん)してこそ吾 (われ)々は何物 (なにもの)にも挫 (くじ)かれない強 (つよ)い生 (せい)活 (くわつ)力 (りよく)を發揮 (はつき)すべきである。それは如何 (いか)なる災害 (さいがい)にも打 (うち)克 (か)つ精神力 (せいしんりよく)なのだ。吾 (われ)々は大正 (たいしやう)十二年 (ねん)の關 (くわん)東 (とう)大震災 (だいしんさい)を想起 (そうき)しよう。あれ程 (ほど)の大災 (だいさい)さへ、唯 (ただ)日本國 (にっぽんこく)民 (みん)の奮起 (ふんき)を促 (うなが)す一契機 (けいき)に過 (す)ぎなかつたかに見える、あの気魄 (きはく)こそ南鮮 (なんせん)の災 (さい)民 (みん)に望 (のぞ)ましいものである。否 (いな)全朝鮮 (ぜんてうせん)の民衆 (みんしう)に望 (のぞ)ましいものである。
　旱魃 (かんばつ)や水害 (すいがい)を天災 (てんさい)と思 (おも)つてはならない。それは正 (まさ)に吾 (われ)々[の]祖先及び吾 (われ)々自身 (じしん)の無氣力 (むきりよく)懶惰 (らんだ)の責 (せめ)に歸 (き)すべきである。故 (ゆえ)に吾 (われ)々はこの打撃 (だげき)に根氣 (こんき)よく耐 (た)へて一年 (ねん)の難關 (なんかん)を突破 (とつぱ)し、今後 (こんご)は吾 (われ)々の子孫 (しそん)のために再 (ふたた)びかゝる災害 (さいがい)にひしがれぬ様 (よう)植樹 (しよくじゆ)、灌漑 (かんがい)、排水 (はいすい)及 (およ)び貯 (ちよ)蓄 (ちく)のため血 (ち)の滴 (したた)る努 (ど)力 (りよく)を傾注 (けいちう)すべきである
　水害 (すいがい)防止 (ぼうし)、水源 (すいげん)涵養 (かんやう)のためには植樹 (しよくじゆ)に越 (こ)したことはない。朝鮮 (てうせん)の山 (やま)々が青 (あお)くなり而 (しか)して灌漑 (かんがい)排水 (はいすい)の施 (し)設 (せつ)宜 (よろ)しきを得 (え)た時 (とき)に旱 (かん)水害 (すいがい)は永遠 (えいえん)に朝鮮 (てうせん)より跡 (あと)を絶 (た)つであらう。民衆 (みんしう)にその自覺 (じかく)と熱意 (ねつい)とさへあれば、ほんの今 (いま)一息 (ひといき)の努力 (どりよく)に過 (す)ぎないことである。
　雨 (あめ)降 (ふ)れば水 (すい)害 (がい)に泣 (な)き、雨 (あめ)降 (ふ)らざれば旱害 (かんがい)を嘆 (なげ)く。是 (これ)何 (なん)たる無氣力 (むきりよく)であらう、ふしだらであらう。況 (ま)して僅 (わず)か一年 (ねん)や二年 (ねん)の旱 (かん)水害 (すいがい)で屁 (へ)古 (こ)垂 (た)れて了 (しま)ふ様 (よう)では洵 (まこと)に腑 (ふ)甲斐 (かひ)なきことゝ云 (い)はねばならぬ。先 (ま)づ、來 (きた)らんとする凶作 (けうさく)の一個 (か)年 (ねん)を切抜 (きりぬ)けることに雄々しくならう。悲歎 (ひたん)や他 (た)の情 (ぜう)に縋 (すが)る如 (ごと)き意氣 (いき)地 (ぢ)なしになるまい、と云 (い)ふ自助 (じじよ)の精神 (せいしん)を奮 (ふる)ひ起 (おこ)さう。艱難 (かんなん)汝 (なんじ)を玉 (たま)にすと云 (い)ふ。願 (ねが)はくば此 (こ)の度 (たび)の災害 (さいがい)をして關 (くわん)東 (とう)大震災 (だいしんさい)の如 (ごと)く吾 (われ)々に無限 (むげん)の勇氣 (ゆうき)を振作 (しんさく)する機縁 (きえん)たらしめんことを。
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